（印紙￥500）
強制執行停止決定申立書
平成○年○月○日

○○○裁判所○部○係　御中
申立人代理人弁護士　川　　上　　武　　志
　　　同　　弁護士　井　　上　　陽　　代
〒－
○○県・・・
申立人　株式会社○○
上記代表者代表取締役
○　○　○　○
（送達場所）
〒８０３－０８１１
福岡県北九州市小倉北区大門２‐１‐８

コンプレート西小倉７Ｆ
小倉総合法律事務所

電　話　０９３‐５７１‐８７２３
ＦＡＸ　０９３‐５７１‐８７２４
申立人代理人弁護士　川　上　　武　志
　　同　　　弁護士　井　上　　陽　代
〒　－　　　　　　　○○県・・・
　　　　　　　　　相手方
○　○　○　○
第１　申立ての趣旨

申立人を被告，相手方を原告とする○○地方裁判所平成○年（○）第○○号○○請求事件の仮執行宣言付き判決正本に基づく強制執行は，控訴審の本案判決があるまでこれを停止する。

との裁判を求める。

第２　申立ての理由

１．申立人を被告，相手方を原告とする○○地方裁判所平成○○年（○）第○○○号○○請求事件は，平成○年○月○日，判決の言渡しがあり，同判決は，申立人に対して金○○万○○円と遅延損害金の支払義務を負担させている（疎甲第１号証）。

２．しかしながら，後述のとおり，原判決には誤りがあるため，申立人は，平成○年○月○日に御庁に対し控訴状を提出し，○○裁判所平成○年（○）第○○号として受理された（疎甲２，３号証）。

３．以下に詳述するとおり，原判決には，民事訴訟法４０３条１項３号所定の「原判決の取消し若しくは変更の原因となるべき事情がないとはいえないこと」があることは明らかである。
（１）・・・

（２）・・・

（○）結論

以上のとおり，相手方の主張する金額の○○請求権は存在しない。

それゆえ，原判決は，取消しを免れないものであり，民事訴訟法４０３条１項３号所定の「原判決の取消し若しくは変更の原因となるべき事情がないとは言えないこと」があることは明らかである。

４．そうであるにも関わらず，申立人は，上記判決に仮執行宣言まで付せられたことにより，いつ強制執行が開始されるかも知れない状況にある。

そこで，申立の趣旨記載の裁判を賜りたく本申立をする次第である。

疎　　明　　方　　法
１　疎甲第１号証　　原判決正本の写し

２　疎甲第２号証　　控訴状写し

３　疎甲第３号証　　控訴状受理票

　　　　　　　　　　　　　　　添　付　書　類
１　委任状　　　　　　　　　１通
２　資格証明書　　　　　　　１通
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